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●フリーターになった理由 
「つきたい仕事のための勉強や準備、修行期間として」「学費稼ぎなど、生活のために一時的に働く必要があったか

ら」といった理由がある一方で「なんとなく」フリーターを選択する人も一定程度存在します。 

■フリーターになった理由のうちもっとも重要な項目（％） 
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●雇用形態別にみた年齢と年収・ 
  時間あたりの収入の関係 

正社員の場合は、年齢の上昇とともに年収も時間当た

り収入も高くなる傾向があります。しかし、パート・アルバ

イトでは、１０代も４０代も年収・１時間当たり収入もほぼ

変わりなく、賃金は正社員に比べて上がらない傾向があ

ります。 

■性、学歴、雇用形態別にみた年齢と年収・時間当たり収入の関係 
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●非正規雇用労働者に適用される制度 

正社員と比べて正社員以外の労働者は、「退職金制度」や「財形制度」などが適用されにくい傾向があります。 

■就業形態、現在の会社における各種制度等の適用状況別労働者割合 

●男性の雇用形態別  
  の有配偶率 
30歳代前半に有配偶率は50％と急激に高まりますが、

パート・アルバイト、無業者では大きな伸びは見られません。 

※女性については、結婚や出産の結果、無業やパート・アルバイトな

どの非正規雇用に変わる場合があり、男性とは傾向が異なるため、

省略している。 
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●フリーターの職業能力  
  形成 
正社員とそれ以外の雇用形態では、勤務

先による訓練の実施状況が異なります。最

も実施率が高いのが、正社員（44.2%）で、

次いで契約社員・嘱託（29.9%）となっており、

パート・アルバイト（14.4%）が最も低い状況

となっています。 

●フリーター経験を評価 
  しない理由 
「根気がなくいつ辞めるかわからない」（約７割）が一番多く、その次に多いのは「年齢相応の技能、知識が

ない」、「職業に対する意識などの教育が必要」という回答です。 

フリーター経験者は、企業によっては職業意識が不足していると評価される場合があります。 

■就業状況別能力開発実施状況（％） 

■フリーター経験を評価しない企業の企業規模別理由割合 
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●フリーター期間別にみた正社員にな
れた者の割合 

フリーター期間が半年以内の場合、男性では約７割、女性で

は約６割が正社員になっているが、フリーター期間が３年を超

える場合、正社員になれた男性は約６割、女性では約４割。

フリーター期間が長くなるほど、正社員への転換が難しくなる

傾向にあります。  

■フリーター期間別正社員になれた者の割合（％） 

●企業からみたフリーター経験の評価 
フリーター経験から得たことがきちんと説明できること、類似の職種であること、一つの企業で継続的に勤

務していることなどが評価される傾向にあります。 

■規模別に見たフリーター経験の評価（％） 
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わかものハローワークでは、職業相談・職業紹介、就職支援セミ

ナー等、正社員就職に向けた支援を行っています。 

担当者制による向き合い型の個別支援を行っており、仕事の紹

介はもちろん、仕事の適性についての相談や応募書類の書き方、

面接指導など、来訪者個人に応じたきめ細かな支援を行ってい

ます。 

その他、パソコンで自分の特性を調べた

り、仕事を探したりすることもできます。 

「わかものハローワーク」とは、正社員を目指す若者

を対象にしたハローワークです。 

就職支援セミナーの中には、わかものハローワークに通って正社員を目指している人たち同士で、就職活動

をどう進めるかを話し合うグループワーク等もあります。 

自分の長所や短所、何が向いているのかなど、グループワークの仲間からいろいろなアドバイスをもらえます。 

● 

● 

● 
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厚生労働省動画チャンネル （You Tube） で、 

アニメ 『僕らの明日』 がご覧いただけます。 
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